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Ｐ
Ｄ
Ｓ
、
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
ど
ち
ら
に
お
い
て

も
、
が
ん
を
完
全
に
切
除
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
手
術
は
両
側
付
属
器
摘
出
術
、

子
宮
全
摘
術
、
大
網
部
分
切
除
が
基
本
的

な
手
術
で
す
。

　

さ
ら
に
、
進
行
期
を
き
ち
ん
と
診
断
す

る
た
め
に
骨
盤
か
ら
傍
大
動
脈
ま
で
の

リ
ン
パ
節
郭か

く

清せ
い（

き
れ
い
に
取
り
除
く
こ

と
）を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
腹
腔
内

に
が
ん
が
広
が
っ
て
い
る
場
合
、
他
の
臓

器
（
大
腸
、
小
腸
、
横
隔
膜
な
ど
）を
合

併
切
除
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
卵
巣
が

ん
は
が
ん
の
広
が
り
が
患
者
さ
ん
に
よ
り

多
種
多
様
で
す
。
手
術
は
が
ん
の
広
が
り

な
ど
を
画
像
で
評
価
し
て
、
完
全
切
除
を

目
指
し
て
個
別
に
術
式
を
決
定
し
ま
す
。

誌上セミナー

　

卵
巣
が
ん
の
治
療
は
手
術
と
化
学
療
法

で
す
。
初
回
治
療
に
は
大
き
く
分
け
て
２

つ
の
治
療
の
流
れ
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
最

初
に
手
術
を
行
い
、
そ
の
後
に
再
発
リ
ス

ク
を
減
ら
す
た
め
の
術
後
補
助
化
学
療
法

を
行
う
治
療
で
す（Prim

ary debulking 
surgery:

Ｐ
Ｄ
Ｓ
）。
も
う
一
つ
は
最
初
に

化
学
療
法
を
行
い
、
が
ん
を
小
さ
く
し
て

か
ら
手
術
を
行
い
、
そ
の
後
に
術
後
補
助

化
学
療
法
を
行
う
治
療
で
す（Interval 

debulking surgery:

Ｉ
Ｄ
Ｓ
）（
図
１
）。

　

が
ん
の
広
が
り
に
よ
り
、
ど
ち
ら
の
治

療
に
な
る
か
が
決
ま
り
ま
す
。
最
初
の
手

術
で
完
全
切
除
可
能
と
判
断
さ
れ
た
場
合

は
Ｐ
Ｄ
Ｓ
を
行
い
ま
す
。
が
ん
が
体
の
中

に
広
範
囲
に
あ
り
手
術
で
全
て
を
切
除
す

る
の
が
困
難
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
Ｉ
Ｄ

Ｓ
を
行
い
ま
す
。
Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
治

療
成
績
を
比
較
し
た
研
究
が
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
が
、
治
療
成
績
は
同
等
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
（
※
１
）。

　

卵
巣
が
ん
の
化
学
療
法
は
、
カ
ル
ボ
プ

ラ
チ
ン
な
ど
の
プ
ラ
チ
ナ
製
剤
と
呼
ば
れ

る
薬
剤
が
非
常
に
重
要
で
す
。
標
準
治
療

は
Ｔ
Ｃ
療
法
（
抗
が
ん
剤
の
一
種
パ
ク
リ

タ
キ
セ
ル
と
カ
ル
ボ
プ
ラ
チ
ン
の
併
用
療

法
）で
す
。
点
滴
に
よ
る
治
療
で
、
３
週

間
に
１
回
投
与
を
行
い
ま
す
。
投
与
回
数

は
病
状
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
６
〜
８

サ
イ
ク
ル
行
い
ま
す
。
主
な
副
作
用
は

骨
髄
抑
制
（
血
液
中
の
血
球
成
分
が
低
下

し
、
免
疫
力
の
低
下
、
貧
血
な
ど
が
起
こ

る
）、
消
化
器
症
状
（
悪
心
、
嘔
吐
、
食

欲
低
下
な
ど
）、
脱
毛
で
す
。
パ
ク
リ
タ

キ
セ
ル
に
特
徴
的
な
副
作
用
と
し
て
末
梢

神
経
障
害
（
手
足
の
し
び
れ
）が
あ
り
ま

す
。
末
梢
神
経
障
害
は
抗
が
ん
剤
治
療
終

了
後
も
す
ぐ
に
は
改
善
し
な
い
た
め
、
治

療
途
中
に
し
び
れ
が
強
く
な
る
場
合
は
早

め
に
主
治
医
に
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

抗
が
ん
剤
治
療
が
終
了
し
た
後
に
、
再

発
を
抑
制
す
る
た
め
の
維
持
療
法
を
行
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
維
持
療
法
の
種
類
は

血
管
新
生
阻
害
薬
で
あ
る
ベ
バ
シ
ズ
マ
ブ

（
ア
バ
ス
チ
ン
Ⓡ
）、
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｐ
（
パ
ー
プ
）

阻
害
薬
（
が
ん
細
胞
の
生
存
に
欠
か
せ
な

い
「
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｐ
タ
ン
パ
ク
」の
働
き
を
阻

害
し
、が
ん
細
胞
の
増
殖
を
抑
制
す
る
薬
）

で
あ
る
オ
ラ
パ
リ
ブ
（
リ
ム
パ
ー
ザ
Ⓡ
）、

ニ
ラ
パ
リ
ブ
（
ゼ
ジ
ュ
ー
ラ
Ⓡ
）が
あ
り

ま
す
。
投
与
方
法
は
ベ
バ
シ
ズ
マ
ブ
は
点

滴
、
オ
ラ
パ
リ
ブ
、
ニ
ラ
パ
リ
ブ
は
内
服

で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
薬
剤
で
適
応
が
や
や
異
な

り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
Ⅲ
╱
Ⅳ
期
の
進
行

卵
巣
が
ん
の
初
回
治
療
後
の
維
持
療
法
と

し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。
副
作
用
は
ベ
バ
シ

ズ
マ
ブ
と
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｐ
阻
害
薬
で
異
な
っ
て

い
ま
す
。
ベ
バ
シ
ズ
マ
ブ
は
高
血
圧
症
、

蛋
白
尿
な
ど
の
副
作
用
が
あ
り
、
頻
度
は

低
い
の
で
す
が
重
篤
な
副
作
用
と
し
て
腸

管
穿
孔
が
あ
り
ま
す
。
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｐ
阻
害
薬

は
悪
心
、
骨
髄
抑
制
が
特
徴
的
な
副
作
用

で
す
。
内
服
開
始
後
の
早
期
に
出
現
し
や

す
く
、
内
服
を
継
続
し
て
い
く
と
落
ち
着

い
て
く
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
ど
ち
ら
の

薬
剤
も
多
く
の
研
究
で
再
発
リ
ス
ク
を
低

減
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は

こ
れ
ら
の
維
持
療
法
に
よ
り
卵
巣
が
ん
の

治
療
成
績
は
改
善
す
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

初
回
治
療
後
に
再
び
が
ん
が
出
て
き
た

場
合
、
再
発
と
診
断
し
治
療
を
行
い
ま
す
。

再
発
す
る
場
所
は
様
々
で
、
腹
腔
内
に
が
ん

が
広
が
る
場
合（
腹
膜
播
種
）、
肝
臓
・
肺
な

ど
他
の
臓
器
に
転
移
す
る
場
合
、
リ
ン
パ

節
に
転
移
す
る
場
合
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

再
発
し
た
部
位
、
が
ん
の
広
が
り
、
再

発
ま
で
の
期
間
な
ど
に
よ
り
治
療
方
法
は

異
な
り
ま
す
。
主
な
治
療
は
初
回
治
療
と

同
様
に
化
学
療
法
と
手
術
で
す
。

　

が
ん
が
広
範
囲
に
広
が
っ
て
お
り
、
手

術
で
の
切
除
が
難
し
い
場
合
は
抗
が
ん
剤

治
療
を
行
い
ま
す
。

　

前
回
の
治
療
終
了
後
６
カ
月
未
満
の
再

発
で
あ
れ
ば
プ
ラ
チ
ナ
抵
抗
性
再
発
、
６

カ
月
以
上
で
あ
れ
ば
プ
ラ
チ
ナ
感
受
性
再

発
と
診
断
さ
れ
ま
す
。
プ
ラ
チ
ナ
抵
抗
性

再
発
の
場
合
は
プ
ラ
チ
ナ
製
剤
以
外
の
抗

が
ん
剤
を
一
種
類
使
用
す
る
治
療
（
単
剤

治
療
）を
行
い
ま
す（
図
２
）。
プ
ラ
チ
ナ

最終回

感
受
性
再
発
の
場
合
は
、
初
回
治
療
と
同

様
に
プ
ラ
チ
ナ
製
剤
を
併
用
し
た
治
療
を

行
い
ま
す
。
初
回
治
療
と
異
な
り
、
治
療

の
回
数
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
治
療
効

果
が
あ
り
、
副
作
用
が
な
け
れ
ば
治
療
を

長
期
間
続
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
治
療

効
果
が
認
め
ら
れ
な
い
、
も
し
く
は
一
度

効
果
を
認
め
た
け
れ
ど
も
、
病
状
が
再
燃

し
た
場
合
は
抗
が
ん
剤
の
種
類
を
変
更
し

て
治
療
を
行
い
ま
す
。
再
発
治
療
で
も
ベ

バ
シ
ズ
マ
ブ
、
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｐ
阻
害
薬
に
よ
る

維
持
療
法
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
再

発
治
療
で
は
治
療
が
長
期
間
に
わ
た
る
こ

と
も
多
く
、
日
常
生
活
と
治
療
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

前
回
の
治
療
か
ら
再
発
ま
で
の
期
間
が

長
く
、
全
身
状
態
が
良
好
で
、
病
変
が
限

局
し
手
術
で
の
摘
出
が
可
能
と
判
断
さ
れ

た
場
合
は
手
術
で
摘
出
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
初
回
治
療
と
同
様
に
再
発
治
療

で
の
手
術
も
完
全
切
除
が
重
要
で
す
（
※

２
）。

　

最
近
、
卵
巣
が
ん
の
治
療
で
は
Ｐ
Ａ
Ｒ

Ｐ
阻
害
薬
な
ど
の
新
し
い
薬
剤
が
承
認
さ

れ
、
こ
こ
数
年
で
大
き
く
変
化
し
て
き
て

い
ま
す
。
遺
伝
子
検
査
も
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
結
果
で
治
療
方
針
も
変
わ

る
た
め
治
療
が
よ
り
複
雑
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
一
方
で
治
療
の
選
択
肢
が
増
え

る
こ
と
に
よ
り
、
治
療
成
績
の
向
上
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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IDS （Interval debulking surgery）: 術前化学療法→手術→術後化学療法
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初
回
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療

1

再
発
治
療

2

最
後
に

初回治療
終了

単剤治療 プラチナ製剤を含む多剤併用療法

プラチナ抵抗性

プラチナ部分感受性

0　　3　　6　　　　12　　　　　　　　24月

プラチナ感受性

図1 初回治療

図2 プラチナ製剤感受性の定義と治療

次
号
か
ら
は
前
立
腺
が
ん
に
つ
い
て
の

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

卵
巣
が
ん
の
治
療

部
が 位
ん 別
研
究
室

婦
人
科
が
ん
シ
リ
ー
ズ
の
最
終
回
は
卵
巣
が
ん
の
治
療
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

　
　 （
が
ん
研
究
会
有
明
病
院
の
先
生
方
に
リ
レ
ー
形
式
で
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
）

手
術
療
法

化
学
療
法

化
学
療
法
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